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冏
師
教
學
の
一
考
察
ー
特
に
教
到
説
に
つ
い
て
i
・
佛
教
學
科
淨
土
學
專
攻
甫
里
定
信
聖
冏
上
人
の
教
學
は
隨
他
扶
宗
の
教
説
と
い
わ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
二
祀
三
代
の
教
學
の
題
な
る
租
述
に
ど
ど
ま
ら
ず
、
二
租
三
代
の
教
説
中
よ
り
、
そ
の
時
代
に
適
應
し
た
教
義
を
開
顯
し
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
そ
の
教
義
及
思
想
内
容
は
、
二
租
三
代
の
風
格
と
い
さ
さ
か
そ
の
趣
を
異
に
し
て
、
二
租
三
代
の
未
顯
の
點
を
論
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
聖
冏
の
教
到
に
つ
い
て
も
、
法
然
上
人
の
選
擇
集
に
説
く
聖
淨
二
門
判
に
よ
ら
ず
し
て
、
新
ら
た
に
二
藏
二
教
の
教
到
を
も
つ
て
、
淨
土
宗
の
教
到
と
し
て
新
淨
土
宗
義
を
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
冏
師
が
、
法
然
上
人
の
聖
淨
二
門
到
に
よ
ら
ず
し
て
、
二
藏
二
教
の
教
剣
に
よ
ら
れ
る
に
は
深
い
理
由
が
存
在
す
る
。
即
ち
、
騨
師
の
時
代
は
、
禪
宗
特
に
臨
濟
禪
の
全
盛
時
代
で
あ
つ
て
、
康
安
年
中
に
は
、
五
山
十
刹
の
住
院
年
紀
が
定
あ
ら
れ
、
天
龍
寺
、
南
灘
寺
等
の
禪
寺
の
建
立
と
な
り
、
更
に
當
時
の
杜
會
の
中
心
た
る
武
士
階
級
は
い
う
に
及
ぼ
ず
、
足
利
幕
府
及
び
朝
廷
も
又
、
こ
れ
に
保
護
を
あ
た
え
、
禪
風
が
當
時
の
佛
敏
界
を
風
靡
し
た
時
で
あ
つ
た
。
こ
の
時
期
の
淨
土
宗
は
良
忠
門
下
六
派
の
分
裂
の
後
を
受
け
て
、
宗
勢
振
わ
ず
、
わ
ず
か
に
法
灯
を
護
持
し
て
い
る
程
度
で
あ
つ
た
。
か
か
る
状
態
で
あ
つ
た
か
ら
し
て
禪
宗
よ
り
種
々
の
批
判
を
加
え
ら
れ
、
か
の
南
禪
寺
の
虎
關
の
如
き
は
「
元
亨
釋
書
」
卷
第
二
十
七
諸
宗
志
の
中
で
三
論
、
唯
識
・
律
・
華
嚴
・
天
台
・
密
・
禪
の
七
宗
は
日
本
現
在
の
宗
旨
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
斷
じ
、
そ
れ
以
外
の
倶
舎
、
成
實
と
淨
土
の
三
宗
は
こ
れ
を
講
ず
る
も
の
が
あ
つ
て
も
宗
派
と
し
て
の
命
脈
が
な
い
と
し
て
、
國
の
附
庸
國
に
譬
え
寓
宗
と
稱
し
て
獨
立
の
一
宗
と
し
て
の
存
在
を
認
め
て
い
な
い
。
特
に
淨
土
は
傳
灯
の
統
系
が
な
い
か
ら
寓
宗
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
虎
關
の
元
亨
釋
書
は
冏
師
の
出
生
以
前
に
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
冏
師
と
同
時
代
の
天
龍
寺
の
夢
窓
疎
石
の
如
き
は
、
夢
中
問
答
に
於
て
、
淨
土
宗
を
も
つ
て
大
乘
で
な
く
小
乘
で
あ
り
、
難
行
で
あ
る
と
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
時
に
冏
師
が
出
世
し
て
、
淨
土
宗
獨
立
の
價
値
を
顯
彰
す
べ
く
生
涯
の
努
力
を
傾
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
淨
土
宗
の
傳
燈
を
明
す
た
あ
に
傳
法
制
度
を
確
立
し
、
更
に
二
藏
二
教
二
頓
読
を
組
織
し
て
、
淨
土
宗
の
大
乘
で
あ
る
こ
と
及
び
相
頓
で
あ
つ
て
易
行
で
あ
る
こ
ど
を
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
淨
土
教
も
頓
漸
二
教
を
以
て
一
代
佛
佛
教
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
聖
聞
に
初
ま
る
の
で
は
な
く
、
法
然
、
聖
光
兩
上
人
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
印
ち
、
宗
砠
法
然
上
人
は
「
選
攫
集
」
に
二
門
判
を
用
い
て
淨
土
宗
の
教
到
を
明
し
、
「
無
量
壽
經
釋
」
に
も
二
数
到
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
　_
.
天
台
眞
言
皆
名
二
頓
教
一
然
彼
斷
惑
証
理
故
獪
是
漸
敏
也
明
三
未
斷
惑
凡
夫
直
出
二
過
三
界
之
長
夜
一
者
偏
是
此
敏
故
以
二此
欷
一爲
二
頓
中
之
頓
一
也
、
と
あ
り
、
こ
れ
は
宗
租
が
善
導
の
二
教
到
の
意
味
を
お
し
ひ
ろ
め
て
あ
ら
33
た
に
頓
教
を
頓
中
の
漸
と
頓
中
の
頓
と
に
分
け
て
、
淨
土
宗
を
も
つ
て
頓
中
の
頓
ど
し
て
淨
土
の
教
法
の
深
勝
性
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
こ
に
宗
租
が
二
教
到
を
淨
土
の
教
到
と
し
て
組
織
立
て
よ
う
と
さ
れ
た
意
趣
を
窺
い
知
る
の
で
あ
る
。
更
に
第
二
祀
聖
光
は
「
淨
土
宗
要
集
」
に
淨
土
宗
を
も
つ
て
頓
教
一
乘
と
し
て
、
そ
の
教
法
の
深
勝
な
る
こ
と
を
論
述
し
て
い
る
。
か
よ
う
に
窺
つ
て
く
る
と
、
冏
師
の
教
判
は
あ
な
が
ち
彼
の
獨
創
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
宗
租
や
二
祀
に
於
て
二
門
剣
と
共
に
二
教
到
が
重
覗
さ
れ
、
聖
冏
以
前
に
二
教
剣
が
組
織
さ
れ
つ
つ
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
冏
師
の
二
藏
二
敏
二
頓
到
は
、
善
導
の
二
藏
二
教
に
立
脚
し
菩
提
流
支
の
作
と
傳
え
る
。
「
麒
麟
聖
財
論
」
に
よ
り
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
善
導
の
二
藏
二
教
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
善
導
は
、
②今
此
觀
經
印
以
二
觀
佛
三
昧
一爲
レ
宗
、
亦
以
二
念
佛
三
昧
一爲
レ
宗
、
一
心
回
願
往
二
生
淨
土
一爲
レ
體
、
言
二
教
大
小
問
日
、
此
經
二
藏
之
中
何
藏
攝
二
教
之
中
何
教
収
答
日
、
今
此
觀
經
菩
薩
藏
收
頓
教
攝
、
と
い
い
、
觀
經
を
中
心
と
し
て
、
二
藏
二
教
の
教
剣
を
立
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
か
か
る
教
到
の
名
稱
は
、
善
導
以
前
に
す
で
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
善
導
は
こ
の
觀
經
に
つ
い
て
二
教
到
を
立
て
た
と
い
う
こ
と
ほ
單
な
る
一
經
の
位
置
づ
け
で
な
く
、
彼
の
淨
土
教
の
佛
教
諸
法
門
に
お
け
る
地
位
を
示
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
教
剥
は
、
一
宗
の
教
到
と
し
て
は
、
完
全
に
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
、
教
法
の
優
勝
性
を
示
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
完
全
な
教
到
と
云
う
こ
と
は
出
來
な
い
。
し
か
し
、
冏
獅
賦
、
こ
の
歡
剣
を
更
に
詳
細
に
分
類
し
、
組
織
付
け
る
こ
と
濯
よ
つ
て
獨
立
せ
る
一
宗
の
教
到
と
し
て
整
理
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
冏
師
の
教
到
の
分
類
形
式
並
に
、
そ
の
内
容
は
善
導
の
そ
れ
に
、
菩
提
流
支
の
作
と
い
わ
れ
て
い
る
麒
麟
聖
財
論
の
説
を
加
味
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
㈲
た
の
で
あ
る
。
冏
師
は
二
藏
義
略
頌
に
雜
行
易
行
是
二
道
聲
聞
菩
薩
是
二
藏
聲
聞
藏
中
有
二三
乘
一
菩
薩
藏
中
有
二漸
頓
一
初
分
教
中
有
二十
地
一
頓
教
之
中
亦
有
レ
ニ
性
頓
立
位
借
二後
分
一
上
來
小
乘
初
後
頓
聖
道
淨
土
是
二
門
一
代
教
門
此
攝
盡
聲
聞
縁
覺
及
菩
薩
丁
中
略
漸
教
有
レ
ニ
初
後
分
開
則
亦
爲
二三
十
地
一i
中
略
性
相
兩
頓
理
事
別
三
賢
十
地
假
名
立
-
中
略
今
時
難
レ證
行
道
此
土
入
聖
聖
道
門
ー
中
略
-
往
生
無
生
淨
土
門
佗
力
秘
術
佛
意
教
郎
相
不
浪
頓
中
頓
と
標
し
て
、
二
藏
二
教
の
教
到
を
細
詭
さ
れ
て
い
る
。
い
う
處
の
聲
聞
藏
と
は
、
小
乘
に
し
て
、
倶
舎
、
成
實
、
律
等
に
當
り
、
次
に
、
菩
薩
藏
と
は
、
大
乘
に
し
て
、
是
の
中
に
又
、
漸
教
の
初
分
教
と
は
大
乘
の
初
教
、
三
乘
の
共
學
の
教
に
し
て
三
論
宗
が
こ
れ
に
相
當
す
る
。
後
分
教
は
大
乘
の
後
教
、
漸
教
中
の
、
最
是
甚
深
故
云
二後
分
ハ
界
内
獨
菩
薩
の
み
の
数
で
、
法
相
宗
が
こ
れ
に
相
當
す
る
。
而
し
て
初
分
教
と
後
分
教
と
は
相
異
す
る
點
は
、
多
々
あ
る
が
、
と
も
に
位
を
經
て
、
漸
次
佛
道
を
成
ず
る
が
故
に
、
同
じ
く
漸
教
の
中
に
攝
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
頓
教
は
、
次
第
階
位
を
借
ら
ず
し
て
、
頓
速
に
涅
槃
を
證
す
る
法
門
を
い
う
。
こ
の
頓
教
の
冲
の
性
頓
數
と
掀
又
理
事
と
毛
鞭
い
、
華
天
密
禪
の
教
義
で
あ
つ
て
、
唯
理
唯
性
を
悟
る
實
大
乘
を
指
し
、
相
頓
教
は
又
、
事
頓
と
い
つ
て
、
事
理
縱
横
、
師
相
不
退
の
諸
宗
統
攝
最
極
の
法
門
で
あ
つ
て
、
淨
土
宗
の
読
く
教
え
で
あ
り
究
竟
の
圓
教
で
あ
る
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。
今
聖
田
上
人
の
教
到
を
圖
示
す
る
な
ら
ば
、
一代佛教
1
倶
舎
宗
1
1
聲
聞
藏
ー
ー
菩
薩
藏
ー
i
漸
孕
⊥
1
頓
教
ー
成
實
宗
ー
律
宗
1
ー
初
分
教
I
r
三
論
宗
ー
後
分
教
ー
法
相
宗
1
性
頓
教
ー
ー
華
嚴
宗
1
天
台
宗
眞
言
宗
1
禪
宗
i
道行難力自
 
ー
相
頓
数
ー
淨
土
宗
他
力
易
行
道
と
な
る
。
冏
師
が
、
こ
の
二
藏
二
教
の
教
剣
を
組
織
さ
れ
た
所
以
は
、
一
に
淨
土
宗
が
諸
宗
に
超
勝
せ
る
こ
と
を
明
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
か
ら
、
諸
宗
即
ち
、
華
嚴
、
眞
言
、
天
台
、
禪
宗
の
性
頓
と
、
淨
土
宗
の
相
頓
と
の
比
較
、
勝
劣
、
同
異
に
つ
い
て
、
力
説
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
冏
師
は
、
小
乘
及
び
漸
教
並
に
性
頓
は
、
と
も
に
自
力
此
土
入
聖
得
果
の
法
に
し
て
、
今
時
末
法
に
於
て
は
難
證
で
あ
る
か
ら
、
聖
道
門
難
行
道
と
い
い
、
相
頓
は
、
淨
土
門
易
行
道
に
し
て
、
罪
惡
生
死
の
凡
夫
も
彌
陀
の
本
願
力
に
乘
ず
れ
ば
、
淨
土
に
往
生
し
、
直
に
無
生
を
證
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
れ
で
、
こ
れ
を
頓
中
頓
教
と
名
づ
け
、
末
法
今
時
に
お
け
る
、
時
機
相
應
の
敏
は
、
こ
の
教
に
限
る
と
し
て
、
淨
土
宗
頓
教
の
超
勝
せ
る
こ
と
を
あ
か
し
、
更
に
、
　　　答
彼
雖
レ
言
二
無
二
一會
レ
心
明
レ
色
雖
レ
談
二
不
離
一歸
レ
性
融
レ
相
理
談
二
邸
理
一事
修
二
相
行
一。今
此
相
頓
終
窮
極
談
濟
凡
秘
術
、
直
立
二
方
域
一即
二
無
方
域
一
、
正
假
二
色
相
一師
二無
色
相
一、
無
レ
行
二
無
二
一而
悟
二
色
心
於
一
法
一、
不
レ
解
二
不
離
一而
開
二
性
相
於
一
心
一。
不
レ
改
二
見
生
當
體
一
之
凡
夫
不
レ
覺
轉
二
入
無
生
本
際
一、
不
レ
斷
二
煩
惱
迷
本
之
一衆
生
立
地
證
二
得
涅
槃
常
樂
一、
以
二
有
相
心
一契
二無
相
悟
「
以
二
事
相
行
一入
二實
相
門
一、
事
中
得
レ
理
、
理
中
施
レ
事
、
理
事
縱
横
自
在
無
礙
。
佛
願
開
二
發
此
功
一
凡
愚
合
二
會
彼
位
一。
但
安
二
相
名
一
爲
レ
顯
レ
超
二
過
唯
理
唯
性
之
教
一也
、
據
レ
實
而
論
理
事
縱
横
頓
中
頓
也
と
述
べ
て
、
性
頓
は
色
心
無
二
、
性
相
不
離
、
理
事
無
礙
と
い
え
ど
も
、
な
お
心
に
會
し
て
、
色
を
明
し
、
性
に
歸
し
て
相
を
融
し
、
事
に
は
相
行
を
修
す
る
に
對
し
て
、
淨
土
他
力
の
教
は
、
有
相
の
心
を
も
つ
て
、
無
相
の
悟
に
か
な
い
、
事
相
の
行
を
も
つ
て
、
實
相
の
門
に
入
る
法
に
し
て
、
理
事
縱
横
な
る
が
故
に
、
諸
宗
に
超
過
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
い
。
更
に
㈲如
二
禪
宗
一也
遠
排
二本
無
煩
惱
之
霧
一高
升
三
兀
是
菩
提
臺
一是
以
爲
二
性
頓
ハ
且
任
二
其
性
頓
一而
不
レ
離
二
物
機
解
知
ハ
故
未
レ
及
二即
相
不
思
議
宗
殉
と
述
べ
て
、
特
に
禪
宗
に
蜀
し
て
、
淨
土
頓
教
の
勝
れ
る
こ
と
を
明
し
て
い
る
。
ま
ず
勝
劣
に
つ
い
て
、
㈲直
成
隔
時
相
對
時
聖
道
頓
勝
淨
土
頓
劣
也
、
若
斷
惑
未
臨
惑
相
對
時
聖
35
道
頓
獪
許
二
斷
惑
一故
頓
中
漸
也
、
淨
土
頓
更
不
二
斷
惑
一故
頓
中
頓
也
と
い
い
、
こ
の
理
由
を
大
原
問
答
、
選
擇
集
、
安
樂
集
に
依
つ
て
明
し
て　
-
　
い
る
。
ま
ず
聖
道
の
直
成
の
頓
は
淨
土
の
煽
時
の
頓
に
勝
る
と
雖
も
、
直
　
成
頓
煩
惱
質
礙
必
須
レ
捨
レ
報
と
い
い
、
終
隔
時
道
不
レ
行
也
こ
れ
に
對
し
㈲
て
、
淨
土
の
頓
は
隔
時
の
頓
な
る
が
如
く
見
ゆ
れ
ど
も
、
何
隔
時
非
或
現
世
證
二
無
生
一、
或
師
身
得
二
往
生
一、
故
に
淨
土
の
頓
が
椦
れ
る
(大
原
間
㈲
答
と
い
い
、
次
に
、
直
成
頓
破
成
二
隔
時
一教
門
ア
レ
ト
モ
未
斷
惑
頓
壊
成
二
斷
惑
敏
門
無
レ
之
、
サ
レ
バ
互
相
取
有
二
勝
劣
一直
成
隔
時
勝
劣
破
易
云
二
必
須
捨
報
一故
斷
惑
未
斷
惑
勝
劣
壞
難
云
二不
斷
煩
惱
一是
二
重
勝
、
と
い
い
、
聖
道
の
頓
は
破
れ
て
、
隔
時
と
な
る
教
門
な
る
も
、
淨
土
の
未
斷
惑
の
頓
は
、
破
れ
て
斷
惑
と
な
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
淨
土
の
頓
勝
る
(
選
擇
集
)
ô　
と
い
い
、更
に
、
况
彼
頓
悟
頓
自
力
難
行
故
雖
レ
談
二
頓
悟
一頓
悟
者
少
、
此
頓
生
頓
佗
力
易
行
故
如
レ
談
二
頓
生
一
頓
生
者
多
(中
略
)
南
北
任
二
人
意
一
是
三
重
勝
と
の
べ
、
聖
道
の
頓
悟
の
頓
は
自
力
難
行
な
る
が
故
に
、
往
生
を
得
る
者
少
く
、
淨
土
の
頓
生
の
頓
は
他
力
易
行
な
る
が
故
に
、
往
生
を
得
る
者
多
い
。
故
に
淨
土
の
頓
が
勝
れ
る
(安
樂
集
)
と
三
重
勝
を
あ
げ
て
論
じ
て
い
る
。
又
聖
道
の
頓
と
淨
土
の
頓
と
の
同
異
勝
を
論
じ
て
淨
土
の
頓
が
超
勝
が
超
勝
す
る
所
以
を
論
じ
て
い
る
。
依
つ
て
冏
師
は
こ
の
性
相
二
頓
を
結
論
し
て
、
㈲性
頓
機
情
一
乘
故
待
二
解
會
一如
、
相
頓
佛
意
一
乘
故
不
レ
待
二
解
會
一
自
爾
如
也
、
機
情
一
乘
帶
二
調
機
一故
還
不
レ
超
レ
格
、
佛
意
一
乘
開
二
弘
願
一
故
超
而
亦
超
、
と
述
べ
て
、
性
頓
は
機
情
悟
解
、
自
力
の
教
で
あ
り
、
淨
土
宗
相
頓
の
み
は
、
機
の
悟
解
を
待
た
ざ
る
佛
意
一
乘
、
他
力
の
教
に
し
て
、
一
切
佛
教
中
最
も
勝
れ
た
頓
中
頓
で
あ
る
と
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
冏
師
は
、
華
天
密
禪
の
性
頓
は
、
教
は
速
疾
な
る
も
機
根
に
堪
不
が
あ
る
か
ら
な
お
難
證
の
そ
し
り
を
免
れ
ず
、
今
時
末
法
、
不
機
愚
鈍
の
も
の
は
、
そ
の
器
も
の
に
非
ず
し
て
、
た
だ
、
淨
土
頓
中
頓
、
印
相
不
退
理
事
縱
横
、
不
噺
煩
惱
得
涅
槃
の
極
地
た
る
佛
意
一
乘
の
淨
土
門
こ
そ
、
諸
宗
に
超
勝
せ
る
大
法
門
で
あ
る
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。
冏
師
の
か
か
る
教
學
に
對
し
て
、
江
戸
時
代
中
葉
の
大
玄
等
の
複
古
學
者
に
よ
つ
て
、
漸
く
批
到
が
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
大
玄
は
、
淨
土
義
探
玄
鈔
三
卷
を
撰
し
、
鸞
綽
導
空
辨
然
の
義
に
あ
ら
ず
し
て
、
隨
他
扶
宗
の
善
巧
説
、
捏
造
論
に
外
な
ら
な
い
と
論
じ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
隨
他
扶
宗
の
爲
の
善
巧
説
と
の
み
見
る
要
は
な
か
ろ
う
。
か
か
る
考
え
は
、
今
な
お
續
き
、
冏
師
教
學
に
對
す
る
態
度
は
、
依
然
と
し
て
、
隨
他
の
教
學
と
し
て
手
輕
く
取
扱
う
も
の
と
、
二
租
三
代
の
教
學
ど
同
樣
に
重
覗
す
る
も
の
と
の
二
派
に
分
れ
て
い
る
。
思
う
に
大
玄
ほ
隨
他
の
爲
の
善
巧
詭
を
論
じ
、
又
こ
れ
と
同
趣
意
の
宗
教
學
者
も
少
な
く
は
な
い
が
、
し
か
し
冏
師
教
學
が
成
立
す
る
ま
で
に
は
由
漸
が
あ
り
、
又
冏
師
自
身
が
明
記
し
て
い
る
如
く
、
淨
土
租
師
の
設
を
依
憑
と
し
て
説
か
れ
た
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
今
は
紙
幅
の
關
係
で
割
愛
す
る
が
、
冏
師
教
學
に
見
ら
れ
る
獨
自
の
主
張
を
、
單
な
る
冏
師
の
獨
創
で
あ
り
、
淨
土
列
祀
の
綱
格
を
無
靦
し
た
教
學
、
隨
他
扶
宗
的
教
學
と
の
み
見
な
し
て
、
冏
師
の
教
學
に
包
ま
れ
る
眞
義
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
冏
師
の
敏
學
の
主
張
の
多
く
は
、
二
租
三
代
の
教
學
中
に
求
め
得
る
の
で
あ
つ
て
、
冏
師
は
決
し
て
列
租
の
綱
格
を
無
覗
し
た
も
の
で
な
く
、
む
し
36
ろ
そ
の
時
代
に
適
應
す
る
教
義
を
開
顯
、
組
織
、
強
調
、
布
衍
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
所
謂
鸞
綽
導
空
辨
然
諸
師
の
思
想
内
容
を
更
に
深
く
掘
下
げ
た
も
の
が
冏
師
教
學
で
あ
り
、
時
機
に
契
え
る
教
學
で
あ
る
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
淨
土
教
義
の
本
質
に
立
脚
す
る
所
説
と
し
て
重
要
覗
し
、
依
馮
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
ほ
な
か
ろ
う
か
。
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行
動
問
題
児
と
そ
の
家
庭
機
能
に
つ
い
て
肚
金
旦
碣
祉
學
科
祗
命
旦
碣
祗
學
專
攻
藤
堂
良
純
あ
い
か
わ
ら
ず
、
少
年
非
行
の
問
題
が
世
間
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
あ
る
と
き
は
恐
ろ
し
い
あ
る
と
き
は
悲
し
い
少
年
少
女
の
非
行
が
、
毎
日
の
よ
う
に
新
聞
の
瓧
會
面
を
暗
く
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
み
て
"
健
全
な
お
と
な
"
た
ち
は
、
「今
ど
き
の
若
い
も
の
は
…
…
…
と
」
マ
ユ
を
ひ
そ
め
ま
す
が
"
正
常
な
こ
ど
も
"
で
も
ふ
と
し
た
こ
と
が
き
つ
か
け
と
な
つ
て
、
容
易
に
非
行
の
仲
間
入
り
を
す
る
と
い
う
事
實
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
そ
れ
が
「
正
常
」
と
「
非
行
」
の
微
妙
な
わ
か
れ
道
に
た
た
さ
れ
た
少
年
少
女
を
、
私
た
ち
の
手
の
と
ど
か
ぬ
と
こ
ろ
へ
追
い
や
つ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
-
-
o
『
「
家
庭
で
、
未
つ
子
の
私
は
、
あ
ま
え
て
育
ち
ま
し
た
。
父
も
母
も
、
そ
し
て
義
兄
や
姉
た
ち
も
み
ん
な
親
切
で
し
た
が
、
だ
れ
も
私
を
し
か
つ
て
く
れ
な
か
つ
た
。
思
春
期
に
な
つ
た
私
に
は
、
そ
れ
が
す
ご
く
寂
し
か
つ
た
。
そ
し
て
、
私
の
い
う
こ
と
は
な
に
も
聞
か
ず
、
親
の
愛
ぼ
か
り
を
お
し
つ
け
る
大
人
の
態
度
に
疑
問
を
感
じ
た
。
な
ぜ
私
の
心
を
理
解
し
て
く
れ
な
か
つ
た
か
?
な
ぜ
私
を
し
か
つ
て
く
れ
な
か
つ
た
の
か
…
…
…
」
A
子
(十
七
)
